
市
で
は
、
言
語
と
し
て
の
手
話
の
普

及
と
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段（
手
話
、
要
約
筆
記
、

点
字
、音
訳
、代
筆
、代
読
、平
易
な
表
現

な
ど
）の
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、

全
て
の
市
民
が
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て

分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
ら

し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
条
例
制

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
条
例
骨
子（
案
）に
つ
い

て
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
募
集
し
ま
す
。条
例
骨
子
（
案
）
の

概
要
は
左
表
の
と
お
り
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
促
進
へ

意見募集

▪
提
出
方
法

　

様
式
は
自
由
。住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、「
舞
鶴
市
言
語
と
し
て
の

手
話
の
普
及
及
び
障
害
の
特
性
に
応
じ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
骨
子（
案
）に
対

す
る
意
見
」と
明
記
し
、
郵
送
か
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
、お
問
い
合
わ

せ
フ
ォ
ー
ム
で
障
害
福
祉
・
国
民
年
金

課
へ
。匿
名
、
電
話
、
口
頭
で
の
意
見
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▪
募
集
期
間

　

４
月
28
日
㈯
ま
で

▪
条
例
骨
子（
案
）の
公
表
場
所

　

障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課
、市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、中
央
・

東
・
西
・
南
公
民
館
、大
浦
・
城
南
会
館
、

東
・
西
図
書
館
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て

最
終
案
を
作
成
。市
議
会
へ
提
案
し
ま

す
。ま
た
、意
見
の
概
要
と
意
見
に
対
す

る
市
の
考
え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す

（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課

（
☎
66
・
１
０
３
３
、ＦＡＸ  
62
・
７
９
５
７
）

へ
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
買
い
物
や
食

事
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、通
院
な
ど
の

外
出
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度

の
乗
車
票
を
販
売
。路
線
バ
ス
や
京
都

丹
後
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
が
一
般
の
料
金

よ
り
割
安
で
利
用
で
き
、
介
護
タ
ク
シ

ー
も
対
象
と
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▪
販
売
期
間

　

４
月
２
日
㈪
〜
来
年
３
月
29
日
㈮

▪
販
売
場
所

　

高
齢
者
支
援
課
、
西
支
所
保
健
福
祉

１
，
０
０
０
円
以
上
の
タ
ク
シ
ー
乗
車
か
ら
利
用
可
へ

高
齢
者
の
外
出
支
援
を
拡
大

福　祉

基本理念
❖言語としての手話の普及および障害の特性に応じたコミュニケーション手段の利用の
　促進は、全ての市民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個
　性を尊重し合うことが重要である
❖言語としての手話の普及は、手話が独自の体系を有する言語であって、手話を使い日
　常生活および社会生活を営む者が受け継いできた文化的所産である
❖障害の特性に応じたコミュニケーション手段の利用の促進は、全ての市民が障害の特
　性に応じた手段を利用することの重要性を認めるとともに、その選択の機会の確保お
　よび利用の機会の拡大が図られることが必要である

市の責務
❖言語としての手話の普及および障害の特性に応じたコミュニケーション手段の利用の
　促進に関する施策を総合的かつ計画的に策定し、実施する
❖施策の策定および実施に当たっては、関係機関と連携を図り、市民および事業者と協
　働して取り組む

市民の役割
❖基本理念に対する理解を深め、言語としての手話の普及および障害の特性に応じたコ
　ミュニケーション手段の利用の促進に係る市の施策に協力するよう努める

事業者の役割
❖基本理念に対する理解を深め、言語としての手話の普及および障害の特性に応じたコ
　ミュニケーション手段の利用の促進に係る市の施策に協力するよう努める
❖事業活動を行うに当たっては、障害者が利用しやすいサービスを提供し、また働きやす
　い環境を整備するよう努める

市の基本的な施策の方向
❖言語としての手話の普及に関すること
　　啓発活動の実施、手話のできる職員の配置
❖コミュニケーション手段の確保、利用の促進、啓発
　　環境の整備、啓発および学習の機会の提供、情報の発信など、コミュニケーション支
　　援者の養成など、事業者に対する支援、職員に対する研修

舞鶴市言語としての手話の普及及び障害の特性に応じた
コミュニケーション手段の利用の促進に関する条例骨子（案）の概要

係
、加
佐
分
室

▪
対
象

　

市
内
在
住
の
75
歳
以
上

▪
使
用
期
限

　

平
成
32
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

▪
注
意
事
項

　

本
人
以
外
の
使
用
は
不
可
。使
用
期

限
切
れ
、
紛
失
に
よ
る
払
い
戻
し
や
再

発
行
も
不
可
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・

１
０
１
２
）へ
。

乗車票の販売内容

路線バス（京都交通バス、自主運行バス）

❖市内の１乗車の運賃が 200 円を超える場合
に利用できる乗車票（１枚当たり 200 円）

❖１冊５枚つづりを 1,000 円で販売
❖年度内に 10 冊まで購入可

京都丹後鉄道
❖西舞鶴駅～丹後神崎駅で利用できる乗車票
（１枚当たり 200 円）

❖１冊５枚つづりを 1,000 円で販売
❖年度内に 10 冊まで購入可

タクシー
（舞鶴京都タクシー、日交タクシー、ふく福タクシー、介護タクシー事業者）

❖市内移動で、１乗車の運賃が 1,000 円以上
の場合に利用できる乗車票 1,000 円分が
500 円になる乗車票

❖１回の利用で２枚までの使用可
❖１冊５枚つづりを 2,500 円で販売
❖年度内に５冊まで購入可

　

３
月
23
日
、舞
鶴
市
防
災
会
議（
会
長

＝
多
々
見
良
三
・
舞
鶴
市
長
、24
人
）を

開
催
。舞
鶴
市
地
域
防
災
計
画（
一
般
災

害
対
策
編
と
震
災
対
策
編
）
の
改
正
に

つ
い
て
協
議
し
、
出
席
者
の
全
員
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
災
害
対
策
編
、
震
災
対
策
編
と

も
に
、
災
害
対
策
基
本
法
な
ど
の
関
係

法
令
お
よ
び
国
の
防
災
基
本
計
画
、
京

都
府
地
域
防
災
計
画
の
改
正
な
ど
を
踏

ま
え
改
正
。概
要
は
次
の
と
お
り
。

▪
一
般
災
害
対
策
編

︻
主
な
追
加
・
改
正
項
目
︼

　

❖
避
難
情
報
の
名
称
変
更

　

❖
罹
災
証
明
書
の
交
付
の
支
援

　

❖
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情
報
の

　
　

適
切
な
管
理

　

❖
避
難
体
制
の
整
備

　

❖
被
災
者
の
生
活
環
境
の
改
善

　

❖
適
切
な
避
難
行
動
を
促
す
情
報
伝
達

　

❖
女
性
等
多
様
な
視
点
で
の
防
災
対
策

　

❖
熊
本
地
震
を
踏
ま
え
た
車
中
泊
避

　
　

難
対
策

　

❖
受
援
計
画

　

❖
気
象
警
報
・
注
意
報
の
発
表
基
準

　
　

の
変
更

　

❖
情
報
伝
達
手
段
の
拡
充

　

❖
緊
急
輸
送
道
路
の
路
線
名
を
追
加

　

❖
指
定
公
共
機
関
な
ど
の
追
加

　

❖
そ
の
他

▪
震
災
対
策
編

︻
主
な
追
加
・
改
正
項
目
︼

　

❖
津
波
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
お
よ

　
　

び
津
波
被
害
想
定
の
設
定

　

❖
津
波
災
害
警
戒
区
域
に
係
る
対
策

　
　

の
推
進

　

❖
そ
の
他

※
一
般
災
害
対
策
編
と
重
複
項
目
あ
り

︽
危
機
管
理
・
防
災
課
︾

近
年
の
大
規
模
な
災
害
対
応
を
反
映

地
域
防
災
計
画
を
改
正

　

国
や
府
、舞
鶴
市
、福
知
山
市
、綾

部
市
、宮
津
市
、南
丹
市
、京
丹
波
町

を
は
じ
め
、約
50
の
機
関
・
団
体
、約

１
，
０
０
０
人
が
参
加
す
る
防
災
訓

練
を
、
福
知
山
市
を
メ
イ
ン
会
場
に

実
施
。水
防
や
救
出
・
救
護
な
ど
水

害
時
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練

の
ほ
か
、
炊
き
出
し
や
防
災
展
示
が

行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▪
日
時

　

５
月
12
日
㈯
９
時
〜
12
時
30
分
（
展

示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
13
時
30
分
ま
で
）

▪
メ
イ
ン
会
場

❖
由
良
川
右
岸
猪
崎
河
川
敷
運
動

　

広
場（
福
知
山
市
）

▪
舞
鶴
会
場

❖
旧
岡
田
上
小
学
校
…
９
時
か
ら

　

由
良
川
流
域
を
中
心
に
加
佐
地

　

区
一
帯
の
住
民
避
難
訓
練
を
実

　

施
。海
上
自
衛
隊
第
23
航
空
隊
ヘ

　

リ
の
緊
急
搬
送
訓
練
や
近
畿
地

　

方
整
備
局
の
排
水
ポ
ン
プ
車
稼

　

働
訓
練
な
ど
。

約
１
，
０
０
０
人
参
加
の
大
規
模
訓
練

由
良
川
水
系
総
合
水
防
演
習

防　災

▼
詳
し
く
は
、
近
畿
地
方
整
備
局
福

知
山
河
川
国
道
事
務
所
（
☎
０
７
７

３
・
22
・
５
１
０
４
）
へ
。

防　災

▲メイン会場へのアクセス

　

浸
水
深
や
浸
水
範
囲
、
浸
水
時
間

な
ど
を
更
新
し
た
新
し
い
由
良
川
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
。こ
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
平
成
28
年
８
月

に
国
が
示
し
た
新
し
い
洪
水
浸
水
想

定
を
基
に
作
成
し
た
も
の
。想
定
の

更
新
や
治
水
施
設
の
整
備
で
、
変
更

さ
れ
た
デ
ー
タ
を
反
映
し
て
い
ま

す
。

　

由
良
川
沿
い
の
自
治
会
公
民
館
や

公
共
施
設
な
ど
に
印
刷
し
た
も
の
を

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
。

︽
危
機
管
理
・
防
災
課
︾

新
た
な
洪
水
浸
水
想
定
の
更
新

由
良
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

防　災

防　災

▲自分の地域を確認し、備えを
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